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	婦人科の手術は良性・悪性疾患を問わず、従来開腹手術により行われてきましたが、当科では世界に先駆けて1998年より
	低侵襲手術として鏡視下手術を行ってきました。過去の当科のデータにおいて、鏡視下手術における術中術後の他臓器損傷の発生頻度は約1/400件と、開腹手術における1/1000件の頻度と比較して高いことが示されています。これは開腹手術とは異なり、位置の感覚や触覚よりも主に視覚に頼って手術を行う鏡視下手術の特性と、高難度の手術技術が必要な状態と判断された患者さんが他県からも紹介されることが多い当科に特有のものと推察されます。術前に高難度症例と判断されるのは、腹部手術既往や重症子宮内膜症により、膀胱、尿管、腸...

